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１．理事長挨拶 

 

「ハッピースイーツ製菓専門学校」は 2015 年 4 月より開校 2 年目となり 2 学年

が揃って新年度を迎える事となりました。また、アイ エステティック美容専門

学校がエステ分野と美容の分野を分離し、「アイ エステティック美容専門学校

（2016 年 4 月よりジェイ ヘアメイク専門学校と校名変更予定）」と「アイ エ

ステティック専門学校」の 2 校になります。 

中村学園は、上記の 3 校と「国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校」 

「専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園」合わせて 5 校を運営する専門学校とな

ります。戦後間もない昭和 22 年洋裁の技術指導を目的として設立された中村洋

裁研究所が現在の 5 校の基盤となっております。 

時代の流れと共に新しい分野の専門学校展開を図ってまいりましたが、その教

育に対する精神は、一貫しており、技術を身につけ、常に自信をもって社会に

貢献でき、相手の立場が理解できるホスピタリティ精神の醸成を図る事であり

ます。 

学園の大きな改革の始まりは 1987 年（昭和 62 年）に行った洋裁の技術指導か

ら観光産業に従事する学生の育成への転換でありました。その後、動物分野、

美容分野、製菓分野へと進展を図ってまいりました。それぞれの時代で学園を

支える多くの教職員があって現在の中村学園があると常に感謝いたしておりま

す。現在では、5 校合わせて約 1,650 名の学生が夢を果たすために、日夜努力を

重ねており、教職員はその夢の実現をサポートする日々を送っております。 

これからも、さらに専門教育指導の充実を図り、学生にとって「明るく 楽し

く 元気よく」をモットーに充実した学園生活を送る事が出来る専門学校を目

指してまいります。 

 

中村学園 GRAND  ＣREDO 

    おもてなしと感謝の心で、夢をカタチに 

 

２０１５年４月１日 

  

       学校法人 中村学園 

 理事長 ʴ   ἧ 



２．中村学園について  

２－１ 学園の誕生 

 昭和 22 年名誉理事長中村あいが教育機関として「中村洋裁研究所」を開設いたしまし

た。以来、本日まで専門教育に携わり教育に対する取組む姿勢は常に技術指導、技能

習得を通して人格形成をはかり、時代が求める職業人の育成でありました。開校以来

66 年その理念は現在に受け継がれ 28,100 人以上の卒業生を送り出し、それぞれの分

野の第一線で活躍し社会に貢献しています。 

 

２－２ 学園の歩み 

1947 年 12 月 22 日 「中村洋裁研究所」開所。 

1948 年       GHQ に学校の公認を申請。千葉県知事の公認となる。 

  1951 年       財団法人 中村学園として発足、中村ドレスメーカー女学院。 

  1966 年       学校法人 中村学園として認可、旧 1 号館校舎が竣工。 

  1976 年       専修学校認可により中村ドレスメーカー専門学院に校名変更。 

  1977 年       現在の６号館中村学園ビル７階建が完成。 

  1985 年       学校法人森谷学園と教育提携を行い旅行科の設置を計画。 

1987 年       校名を国際トラベル・モード専門学校と改め、旅行科を新設。 

1988 年              2 号館の竣工。㈱ナカムラの設立。学習塾、貸ビル部門を分離。 

  1993 年       国際女子ビジネス専門学校と国際トラベル・ホテル専門学校の 

2 校に分離。新校舎 3 号館が竣工。     

  1996年       国際女子ビジネス専門学校をCIB 国際ビジネス専門学校に変更。 

  1997 年       ちば愛犬動物学園を認可外機関として㈱ナカムラに設立。 

  1999 年        CIB を閉校。 専門学校ちば愛犬動物学園を認可校として開校。 

    2000 年       株式会社ナカムラに「ちば留学センター」を開設。 

  2002 年          専門学校ちば愛犬動物学園の実習校舎として 5 号館を購入。 

  2003 年       専門学校ちば愛犬動物学園のおゆみ野教室の実習棟を竣工。 

  2004 年       専門学校ちば愛犬動物学園に約 1 万坪の長柄実習場を竣工。 

  2006 年       専門学校ちば愛犬動物学園に新 1 号館 千葉校舎を竣工。 

              国際トラベル・ホテル専門学校の付帯事業としてズーフォニッ

クスアカデミー千葉校を開設。 幼児の英語教育を開始。 

 2007 年            国際トラベル・ホテル専門学校に 8 号館新校舎が竣工。 

3 号館を利用してアイ エステティック専門学校を開校。 

   2009 年       ズーフォニックスアカデミー千葉校が認可外として独立。 

   2013 年       新総合校舎９階建Ｎタワーが完成。 

   2014 年       ハッピースイーツ製菓専門学校を開校。   



2015 年      アイ エステティック専門学校を開設 

 

 

２－３．学園及び学園グループの所在地と連絡先 

 （１）学園 

   学園本部（１号館） 

〒260-0021 千葉市中央区新宿２-14-13 

     TEL ：043-242-0778   FAX ：043-242-0541 

 

      総務部（１号館） 

〒260-0021  千葉市中央区新宿 2-14-13 

TEL ：043-242-0467  FAX ：043-242-2916 

 

 （２）学園グループ 

      株式会社ナカムラ 

〒260-0021  千葉市中央区新宿 2-13-10 

TEL ：043-248-8011  FAX ：043-241-4480 

 

   ちば留学センター 

     〒260-0021 千葉市中央区新宿 2-14-3 中村学園Ｎタワー２階 

     TEL ：043-248-8011  FAX ：043-241-4480 

     http://www.chiba -ryugaku.jp/  

 

    ズー・フォニックス・アカデミー （株式会社ナカムラ本社） 

〒260-0021  千葉市中央区新宿 2-13-10 

TEL ：043-238-2081・0120-026-081 

      http://chiba.zoo -phonics.jp  

            e-mail    chiba@zoo-phonics.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.chiba-ryugaku.jp/
http://chiba.zoo-phonics.jp/
mailto:chiba@zoo-phonics.jp


３．学園の財務状況 

３－１．資金収支計算書（2014年 4 月 1 日から 2015年 3 月 31日） 

単位：千円 

収 入 の 部 

科        目 予        算 決        算 差        異 

学生生徒等納付金収入 1,858,944 1,860,579 △1,635 

手数料収入 

寄付金収入 

23,195 

0 

24,592 

0 

△1,397 

0 補助金収入 15,358 15,358 0 

資産運用収入 9,000 1,548 7,452 

事業収入 0 7,662 

 

 

△7,662 

 雑 収 入 9,380 35,689 

 

0 

△26,309 

 借入金等収入 0 0 0 

前受金収入 1,174,276 1,067,144 

 

107,132 

 その他の収入 721,814 

 

747,693 △25,879 

   資金収入調整勘定 △1,005,268 △985,230 △20,038 

前年度繰越支払資金 899,852 

 

899,852 

 

― 

収入の部合計 3,706,552 3,674,890 31,662 

支 出 の 部 

科        目 予        算 決        算 差        異 

人件費支出 937,639 943,072 

 

△5,433 

 教育研究経費支出 348,022 341,771 

 

6,251 

 管理経費支出 347,087 311,517 

 

35,570 

 

 

借入金等利息支出 7,425 7,426 △1 

借入金等返済支出 120,000 120,000 0 

施設関係支出 0 13,607 △13,607 

 設備関係支出 31,500 10,186 21,314  

資産運用支出 0 15 △15 

その他の支出 696,353 689,071 7,282 

資金支出調整勘定 △114,254 △67,856 △46,398 

次年度繰越支払資金 1,332,780 1,306,078 26,702 

支出の部合計 3,706,552 3,674,890 31,662 

記載金額は、千円未満を切捨てて表示しております。 

    決算－予算＝差異 



３－２．貸借対照表(2015 年 3 月 31日)  

単位：千円 

科目 本年度末 前年度末 増減 

資産の部 

固定資産  5,171,601 5,445,779 △274,178 

 有形固定資産 5,055,277 5,229,368 △174,091 

 その他の固定資産 116,324 216,411 

 

△100,087 

流動資産  1,345,102 920,551 424,551 

資産の部合計  6,516,703 6,366,331 

 

150,372 

      

負債の部 

固定負債  330,000 450,000 △120,000 

 長期借入金 330,000 450,000 △120,000 

流動負債  1,545,386 1,416,614 128,772 

負債の部合計  1,875,386 1,866,614 8,772 

      

基本金の部 

第１号基本金  6,052,028 5,901,921 150,107 

第３号基本金  100,000 100,000 0 

基本金の部合計  6,152,028 6,001,921 150,107 

       

消費収支差額の部 

翌年度繰越消費支出超過額 1,510,711 1,502,203 △8,508 

消費収支差額の部合計  △1,510,711 △1,502,203 △8,508 

負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部 合計 6,516,703 6,366,331 150,372 

記載金額は、千円未満を切捨てて表示しております。 

 ( 注) １．減価償却額の累計額の合計額    1,439,734 千円 
２．徴収不能引当金の合計額        3,530 千円 

    ３．担保に供している資産の内訳 
千葉市中央区新宿 2- 11- 5  学校用地 
同   上         建  物（3 号館） 
千葉市中央区新宿 2- 14- 17 学校用地 
千葉市中央区新宿 2- 14- 13 学校用地 
同   上        建  物（1 号館） 

４．退職金引当金 
   期末退職金の要支給額 194,786千円は、千葉県私学教育振興財団よりの 

交付金と同額のため、退職給与引当金は計上していない。 
５．翌会計年度以降の会計年度において基本金への組入れを行う金額 451,803千円 



４．学校長挨拶 

 

今年 2015 年、本校は創立 29 年目を迎えましたが、その間に、日本に於ける観光及び観

光産業の位置付けは大きく変化しました。昨年 2014 年には、2020 年のオリンピック・パ

ラリンピックの東京での開催決定や官民、国を挙げての「観光立国」への取り組みが奏功

し、1 年間の訪日外国人が 1350 万人を数え、観光が日本の 21 世紀の産業の柱の一つとし

て確立される時代となりました。 

東京を中心に、全国の観光地でのホテル建設には拍車がかかり、宿泊施設のみならず観

光関連のインフラ整備が進んでいるところですが、多様化する外国人旅行者を受け入れる

には、ハード・ソフト両面でまだまだ工夫・改善を行わなくてはならない点が多々あるの

も現状と言えます。その中でも特に、細やかな日本の「おもてなし」をする観光産業人材

の育成は急務にして重要な課題として浮かび上がっています。   

本校「国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校」は、創立以来、一貫して観光産業

に特化した人材の育成を行い、首都圏を中心としたホテル・旅行会社・空港・鉄道会社な

どへ、即戦力として活躍できる職業人を送り出してきましたが、今まで以上に質の高い、

本校の教育理念である「ホスピタリティ・マインド豊かな社会人」を育成するのが、社会

人・職業人を養成する専門学校としての本校の使命であろうと思っています。 

職業人教育は、時代の移り変わりとともに常に変化していますが、その時代、社会環境

の変化に合わせた教育を実施する為には企業と連携が不可欠です。  

本校では職業人材教育の質を更に向上させることを意図して新設された専修学校「職業

実践専門課程」の文部科学大臣認可を一部の学科で受け、カリキュラムの策定、実習、学

校運営評価など、観光系各企業との共同作業で、観光産業を目指す若者の育成を行ってい

ます。 

評価される、有用な職業人になる為には、先ずは社会で通用する社会人である必要があ

りますが、本校では、人格を形成させ、醸成させる、ホスピタリティ教育、能力開発（メ

ンタルトレーニング）にも重点を置いています。 

 

２０１５年４月１日 

               国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校 

校長  ʝ  

 

 

 

 



５．学校について 

５－１．学校の歩み 

  1985 年   学校法人森谷学園トラベルジャーナル旅行専門学校（現学校法人トラベ

ルジャーナル学園ほすピタリティツーリズム専門学校）と教育連携 

  1987 年   学校法人中村学園中村ドレスメーカー専門学院を国際トラベル･モード

専門学校と校名変更。旅行科を新設して観光教育開始 

    1988 年   新校舎２号館６階建完成 

  1989 年   専門学校日本ホテルスクールと教育提携。ホテル科を新設。 

  1993 年   国際トラベル・ホテル専門学校として独立し認可 

新校舎３号館７階建完成 

  1996 年   エアポートビジネスコースを設け航空教育開始 

  2000 年   夜間部設置 

  2002 年   ブライダルコースを設けブライダル教育開始 

  2006 年   観光総合科を設置して本格的な外国人留学生への教育開始 

         英語集中クラスを設け語学重点教育開始 

         エステティックコースを設けエステ教育開始 

         ズー・フォニックス・アカデミーと提携、付帯事業として幼児英語教育

開始 

  2007 年   新校舎８号館７階建完成 

エステティック関連の新学校設立によりエステティック 

コース閉じる 

  2009 年   ズー・フォニックス・アカデミー千葉校設立により付帯事業閉じる 

    2010 年   日本語科設置 

夜間部にデュアルコースを設け産学連携教育開始 

パティシエ・ヴァンドゥーズコースを設け製菓教育開始 

  2011 年   パティシエ科新設 

  2013 年   学校名を「国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校」へ変更すると

共に、ブライダル科をホテル科から分離独立させ、旅行科をトラベル

科・エアライン科・鉄道科へと分割再編成、英語集中科を語学集中科へ

変更 

  2014 年    夜間部デュアル科が職業実践専門課程として文部科学大臣認可 

2015 年    昼間部ホテル科が職業実践専門課程として文部科学大臣認可 

 

 

 



５－２．学校の所在地と連絡先 

 

      学校本部（２号館） 

     〒260-0021 千葉市中央区新宿 2-11-12 

     TEL ：043-242-0468    FAX ：043-246-1295 

           http://www.nakamura.ac.jp/ith / 

          e-mail   ith@nakamura.ac.jp  

 

 

入学相談室（６号館） 

〒260-0021 千葉市中央区新宿 2-11-2 

TEL ：043-242-0466  FAX：043-248-8996 

      入学相談フリーダイヤル 0120-256-118  

 

 

国際交流校舎（３号館） 

      〒260-0021 千葉市中央区新宿 2-11-5 

     TEL ：043-204-5050 FAX：043-242-3280 

 

 

キャリアサポートセンター（８号館） 

〒260-0021  千葉市中央区新宿 2-11-10 

        TEL：043-242-6231    FAX ：043-242-3282 

 

 

    N-TOWER  

ホテル実習室（２Ｆ）ブライダル実習室（３Ｆ） 

〒260-0021  千葉市中央区新宿 2-14-3 

      

 

 

 

 

 

 

 

mailto:aiken@nakamura.ac.jp


．入学者数と出身地 

日本人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国人留学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 14 6 9

2 3 0 0

3 0 4 2

4 12 15 20

5 3 1 12

6 1 0 3

7 1 2 5

8 0 2 2

9 1 3 5

10 1 0 0

36 33 58

1 153 10 30 193 151 14 43 208 186 32 218
2 5 5 6 6 12 9 1 10
3 1 1 5 1 6 1 1 2
4 0 0 0 1 0 1
5 2 2 1 1 2 2 4
6 0 2 2 2 1 3
7 3 3 1 1 1 1 2
8 1 1 0 1 0 1
9 1 1 2 1 1 0 2 2
10 1 1 0 0
11 1 1 1 3 1 1 0
12 1 1 2 1 1 0
13 1 1 0 0 1 1
14 1 1 2 0 0 1 1
15 2 2 0 0
16 1 1 2 0 1 0 1
17 0 2 2 0
18 0 1 1 0
19 0 1 1 0
20 0 1 1 0
21 0 1 1 0
22 0 0 1 1 2
23 0 1 1 0 2 2

168 11 41 220 166 14 60 240 205 45 250

2014  



2014 年度入学者 

トラベル科     １７名   

鉄道科       １１名 

ホテル科      ６８名   

ブライダル科    ６４名   

エアライン科    ３７名 

語学集中科      ７名 

   観光総合科     ４８名   

日本語科       １名  （１．５年制 １０月入学 ９名） 

夜間部       ４６名 

                           合計３０８名 

 

７．教育 

７－１．教育課程編成委員会 

委員名簿 

№ 構成※ 氏名 所属先 役職 任期 

１  瀧 潤一郎 
国際トラベル・ホテル・ブライダル 

専門学校 
校長 ２年 

２  矢口 博士 
国際トラベル・ホテル・ブライダル 

専門学校 
教務・就職室長 ２年 

３  千葉 山 
国際トラベル・ホテル・ブライダル 

専門学校 
広報・学務室長 ２年 

４ ③ 鈴木 眞雄 
株式会社千葉京成ホテル 

京成ホテルミラマーレ 

エグゼグティブ

アドバイザー 
２年 

５ ③ 橋本 喜則 ヒルトン東京ベイ 副総支配人 ２年 

６ ① 佐川 知弘 
一般社団法人 日本旅行業協会 

関東支部 千葉県地区委員会 
委員長 ２年 

７ ③ 石井 光彦 株式会社旅行綜研 
常務取締役・ 

営業本部長 
２年 

８ ③ 酒井 大之 東日観光株式会社船橋支店 支店長 ２年 

９ ③ 只隈 修一 株式会社日本旅行千葉教育旅行支店 リーダー ２年 

１０ ③ 鈴木 宏毅 株式会社ジャッツ成田空港事務所 課長 ２年 

※①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、地方公共団体の役職員 

②選考分野に関する学会や学術機関等の有識者 

③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員 

 



2014年度実施の委員会議事録は次の通り。 

2014年度第１回 議事録 
作 成 日 2014 年 9 月 18 日(木) 

作 成 者 瀧 潤一郎 

 

会議名 国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校・教育課程編成委員会 

開催日時 
2014 年 9 月 18 日(木) 

13:30～14:20 
開 催 場 所 国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校 

参 加 者 

鈴木 眞雄氏（株式会社千葉京成ホテル） 
瀧 潤一郎 

（国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校） 

瀧潤一郎（国際トラベル・ホテル・ブライダ

ル専門学校） 

 

橋本 喜則氏（ヒルトン東京ベイ） 
矢口 博士 

（国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校） 

佐川 知弘氏（株式会社日本旅行） 
千葉 山 

（国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校） 

 石井光彦氏（株式会社旅行綜研）  

議 題 

1 当委員会主旨及びメンバー確認 進行：瀧 潤一郎 

2 夜間部デュアル科認可についての報告 書記：千葉 山 

3 夜間部デュアル科カリキュラムについての意見交換  

4 2015 年度カリキュラムについて説明  

5 その他  

6 次回開催日程の確認  

 

議事の経過要領 

議  題 

内     容 

 

1. 定刻、進行役が開会を宣し上記の通り定足数に足る委員の出席があったので、本委員会

は適法に成立した旨を述べ、直ちに議案の審議に入った。 

2. 議題２に関して瀧校長より 14 年度の職業実践専門課程における夜間部デュアル科認可

についての報告を行った。認可以前からも現在の実習等連携の体制はあったが、今後も

企業実習を中心に企業連携についてメンバーに依頼し協力的な同意を得た。 

3. 議題３に関して、シラバスを資料とし、各コース（トラベル、ホテル、エアライン）の

カリキュラムについて、企業全員から意見の吸い上げを行った（主な意見は以下の通

り；） 

・ホテルコースにおける「ソムリエ講座」について。業界、現場での需要は高い。2 年

次半期のみならずもう少し学習させてもよいのではないか。「バーテンダー講座Ⅰ・Ⅱ」

は良い授業といえる。（鈴木氏） 

・「ホスピタリティⅠ・Ⅱ」の授業内容についての質疑応答あり。2020 年オリンピック

を控えていることもあり、大事なキーワードである。またビジネスにおけるプレゼンテ



議事の経過要領 

議  題 

内     容 

ーション力は重要であり企業も期待している。当授業に関わらず専門学校のカリキュラ

ムの中でぜひ表現力を磨いてほしい。（佐川氏） 

・トラベルコースにおける「国内添乗業務」及び「海外添乗業務」については今後企業

と連携した授業運営も検討できる。特に旅行業界では添乗員不足も課題であり、専門学

校から早い段階で添乗実習等実地研修をカリキュラムに取り入れ、即戦力となる人材を

育成したい。（石井氏） 

・エアラインコースは全体的にバランスはとれている。航空・空港業務はイメージ以外

に様々な仕事があり、エアカーゴ関連の授業もあることから幅広く学べている印象があ

る。実習も継続、友好関係が築けている。 

4. 議題 4 に関して、配布資料を基に委員長から順次説明が為された。 

5. 議題 5、その他の部分では今年度（14 年度）申請予定の昼間部ホテル科のカリキュラ

ムについて触れた。 

・ホテル科ホテルコースカリキュラム全体の印象として接遇系の授業は充実しているこ

とは評価できる。ただ管理職の視点での授業は不足気味か。特に数字に関わる知識を深

める授業は行っているか。ホテル限らずほとんどのサービス業では数字管理は重要。ぜ

ひ授業に取り入れていただきたい。（橋本氏） 

6. 次回開催日程の確認と議案事項が検討された。次回は 2015 年 2 月 12 日（水）時間未

定 

7. 以上をもって本日の議事が終了したので、委員長は閉会を宣した。 

 

2014年度第２回 議事録 
作 成 日 2015 年 2 月 12 日(木) 

作 成 者 瀧 潤一郎 

 

会 議 名 国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校・教育課程編成委員会 

開催日時 
2015 年 2 月 12 日(木)  

13:30～14:20 
開 催 場 所 国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校 

参 加 者 

鈴木 眞雄氏（株式会社千葉京成ホテル） 
瀧 潤一郎 

（国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校） 

瀧潤一郎（国際トラベル・ホテル・ブライダ

ル専門学校） 

 

橋本 喜則氏（ヒルトン東京ベイ） 
矢口 博士 

（国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校） 

佐川 知弘氏（株式会社日本旅行） 
千葉 山 

（国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校） 

 石井 光彦氏（株式会社旅行綜研）  

酒井 大之氏（東日観光株式会社）  



只隈 修一氏（株式会社日本旅行）  

鈴木 宏毅氏（株式会社ジャッツ）  

議 題 

1 当委員会主旨及びメンバー確認 進行：瀧 潤一郎 

2 報告・確認事項 書記：千葉 山 

3 2015 年度カリキュラムについて説明と意見交換  

4 その他  

5 次回開催日程の確認  

 

議事の経過要領 

議  題 

内     容 

 

1. 定刻、進行役が開会を宣し上記の通り定足数に足る委員の出席があったので、本委員会

は適法に成立した旨を述べ、直ちに議案の審議に入った。 

2. 議題２に関して瀧校長より 14 年度の職業実践専門課程における昼間部ホテル科科認可

についての報告を行った。認可以前からも現在の実習等連携の体制はあったが、今後も

企業実習を中心に企業連携についてメンバーに依頼し協力的な同意を得た。 

3. 議題３に関して、シラバスを資料とし、2015 年度カリキュラムについて説明し、企業

全員から意見の吸い上げを行った（主な意見は以下の通り；） 

・当然のことではあるが、内容が充実しているカリキュラムを活かし、専門学校の人材

教育に期待している。 

・ヒルトングループでは、辞めない人材育成にも力を入れている。会社への忠誠心、 

ロイヤルティを植え付ける人材育成。（橋本氏） 

・企業、学校・学生が連携することが重要。産学連携はこれから重要な項目。 

ヒルトンにおいても 10 年近く毎夏プール実習で学生に活躍してもらっている。 

学生主体でオペレーションする方法をとっている（橋本氏） 

・主体性、基礎学力を植え付けてほしい。（佐川氏） 

・ホテル業界は現場であらゆることを聞かれる。専門知識以外に一般常識、一般教養が 

大事。歴史もその一つ。幅広い人材を目指してほしい。（鈴木（眞）氏） 

・旅行業界では添乗員の高齢化が進んでいる。産学連携を基盤とし、添乗員養成システ 

ムを強化したい。どのように“プロ”を育てていくか、ぜひ学校と検討していきたい。 

15 年度からすでに提案・協力しているトラベル科ツアーコンダクターコースを成功 

に導きたい。（石井氏） 

・教育内容は素晴らしいと感じる。それをどう学生に伝えていくか。期待したい。（酒 

井氏） 

・英語授業である「Letõs Speak English 」は良い科目と理解する。多少英語ができな 

かったとしても、勇気をもって英会話に挑戦する意識が重要。（鈴木宏） 

・卒業生との対話の機会を増やすことは効果的。さまざまな職種の体験談等は業界を目 



議事の経過要領 

議  題 

内     容 

指す学生の強い意識づけとなり、またミスマッチを防ぐ対策ともなる。（鈴木宏） 

・社員の８割は女性社員で構成されている。男性社員の弱さが近年目立つように感じる。 

強い男子を育成することも期待したい。（佐川氏） 

・個人情報やコンプライアンスを授業の中に組み込むことも検討いただきたい。（佐川 

氏） 

・中国語の重要性。（只隈氏） 

4. 議題 4、その他の部分では次年度（15 年度）の委員会運営について説明を行った。全

体会とともに分科会として、ホテル・ブライダル・トラベル・鉄道・テーマパーク・エ

アライン・語学の学科ごとの委員会を計画し、開催していく方向で同意を得た。契約更

新について確認した。2015 年度にあらたに契約を行う旨伝える。 

次回開催日程の確認と議案事項が検討された。次回は 2015 年 8 月または 9 月を予定

12 日。追って案内する旨伝える。 

5. 以上をもって本日の議事が終了したので、委員長は閉会を宣した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７－２．退学率 

 １年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 合計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.8% 6.7% 5.9%

- 0.0% 0.0%

- 10.3% 5.6%

4.4% 10.4% 7.6%

- 11.1% 6.3%

0.0% 0.0% 0.0%

0.0% 7.1%-

7.3% 5.0% 8.2%

6.4% 7.5% 6.4%

11.1% 10.5% 13.8%

7.0% 9.0% 7.8%

9.8% 6.7% 7.1%

- 0.0% 0.0%

- 10.3% 0.0%

4.4% 10.4% 4.7%

- 11.1% 0.0%

0.0% 0.0% 0.0%

0.0% 7.1% 0.0%

7.3% 5.0% 0.0%

6.4% 7.5% 1.4%

11.1% 10.5% 10.0%

7.0% 9.0% 2.7%

9.8% 6.7% 6.5%

- 0.0% 0.0%

- 10.3% 3.2%

4.4% 10.4% 6.4%

- 11.1% 3.8%

0.0% 0.0% 0.0%

0.0% 7.1% 0.0%

7.3% 5.0% 3.7%

6.4% 7.5% 4.0%

11.1% 10.5% 12.2%

7.0% 9.0% 5.4%

( )内は 12 年度の学科名 

( )内は 12 年度の学科名 



７－３．主要検定合格率 

33.3% 9.1% 30.0%
32.7% 37.2% 35.6%

50.0% 69.2%
33.3% 28.6% 25.0%
60.0% 35.6% 37.8%

22.2% 42.9% 38.9%

30.1% 17.4%

68.2% 86.1% 47.1%
56.7% 82.1% 86.7%
86.4% 100.0% 92.3%
86.0% 92.0% 93.7%
86.4% 92.0% 70.7%

100.0% 98.3%
87.0% 95.8%

88.7% 87.2% 94.9%
5.5% 38.1% 12.5%

18.4% 28.0% 31.3%
28.0% 51.7% 35.0%

33.3% 100.0% 0.0%
76.5% 57.1% 70.0%
17.6% 43.8% 41.9%
83.3% 60.0% 72.2%
40.0% 52.2% 33.3%
92.6% 97.6% 81.4%

94.8% 98.7%
92.9% 80.8% 90.0%
0.0% 33.3% 14.2%

56.1% 49.5% 50.5%

 

 

 

 

 

 

 



７－４．卒業後の進路 

内定結果（日本人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   求人票獲得数  12 年度：380、13 年度：366、14 年度：374 

非斡旋内訳(14 年度)    専門アルバイト 10名  アルバイト/ 家庭事情 10名    

 

 

 

 

37 49 52 86 92 90 13 16 13 33 34 44

2 3 2 3 4 4 0 0 0 4 2 14

37 49 52 86 92 90 13 16 13 33 34 44

0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%



７－５．学校関係者評価委員会 

委員名簿 

№ 氏名 所属先 役職 任期 

１ 瀧 潤一郎 
国際トラベル・ホテル・ブライダル 

専門学校 
校長 ２年 

２ 矢口 博士 
国際トラベル・ホテル・ブライダル 

専門学校 
教務・就職室長 ２年 

３ 千葉 山 
国際トラベル・ホテル・ブライダル 

専門学校 
広報・学務室長 ２年 

４ 鈴木 眞雄 
株式会社千葉京成ホテル 

京成ホテルミラマーレ 

エグゼグティブ

アドバイザー 
２年 

５ 橋本 喜則 ヒルトン東京ベイ 副総支配人 ２年 

６ 佐川 知弘 
一般社団法人 日本旅行業協会 

関東支部 千葉県地区委員会 
委員長 ２年 

７ 石井 光彦 株式会社旅行綜研 
常務取締役・ 

営業本部長 
２年 

８ 酒井 大之 東日観光株式会社船橋支店 支店長 ２年 

９ 只隈 修一 株式会社日本旅行千葉教育旅行支店 リーダー ２年 

１０ 鈴木 宏毅 株式会社ジャッツ成田空港事務所 課長 ２年 

 

 

2014年度実施の委員会議事録は次の通り。 

2014年度第１回 議事録 
作 成 日 2014 年 9 月 18 日(木) 

作 成 者 瀧 潤一郎 

 

会 議 名 国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校・学校関係者評価委員会 

開 催 日

時 

平成 26 年 9 月 18 日(木)  

14:30～15:20 
開 催 場 所 国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校 

参 加 者 

鈴木 眞雄氏（株式会社千葉京成ホテル） 
瀧潤一郎 

（国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校） 

瀧潤一郎（国際トラベル・ホテル・ブライダ

ル専門学校） 

 

橋本 喜則氏（ヒルトン東京ベイ） 
矢口博士 

（国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校） 

佐川 知弘氏（株式会社日本旅行） 

 

千葉山 

（国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校） 

 石井 光彦氏（株式会社旅行綜研）  



議 題 

1 当委員会主旨及びメンバー確認 進行：瀧 潤一郎 

2 自己評価表、自己点検表 書記：千葉 山 

3 就職状況、企業連携  

4 その他  

5 次回開催日程の確認  

   

 

議事の経過要領 

議  題 

内     容 

1. 定刻、進行役が開会を宣し上記の通り定足数に足る委員の出席があったので、本委員

会は適法に成立した旨を述べ、直ちに議案の審議に入った。 

2. 議題２について、「自己評価表」を改めて配布し、内容の精査を行った。全項目の評

価結果の解説を改めて行った。特に評価結果が４段階中２（やや不適切）についての

項目は理由付けを述べ意見交換をした。（主な点は以下の通り；） 

①関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリキュラム作成・見

直しが行われているか。 

②職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか。 

③職員の能力開発のための研修等が行われているか。 

④自己評価の実施と問題点の改善を行っているか。 

上記①②については当委員会及び教育課程編成委員会において各委員からの意見を

活用していく。 

また今後の当委員会のメンバーについては教育課程編成委員会とほぼ兼務している

状況もあり、今後の別学科申請の中でメンバーの精査を行っていくことをメンバーへ

説明。別段の異議なくこれを承諾した。 

③についても今後の企業との積極的な連携の中で体系的に行う必要があり、今後の重

点課題としたい。参加企業において一部外部から受け入れているところもある。 

④については改善についての具体策が不足しており、今後も当委員会からも意見を集

約し、改善を行っていく。 

また新たに「自己点検表」を配布し内容の精査を行った。資料を基に委員長から順次

説明が為され全員が別段の異議なくこれを承認した。 

3. 議題３に関して現状を矢口より報告した。 

4. 次回開催日程の確認と議案事項が検討された。次回は 2015 年 2 月 12 日（水）時間未

定 

5. 以上をもって本日の議事が終了したので、委員長は閉会を宣した。 

 

 

 

 



2014年度第２回 議事録 
作 成 日 2015 年 2 月 12 日(木) 

作 成 者 瀧 潤一郎 

 

会 議 名 国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校・学校関係者評価委員会 

開 催 日

時 

2015 年 2 月 12 日(木) 

14:30～15:20 
開 催 場 所 国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校 

参 加 者 

鈴木 眞雄氏（株式会社千葉京成ホテル） 
瀧 潤一郎 

（国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校） 

橋本 喜則氏（ヒルトン東京ベイ） 
矢口 博士 

（国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校） 

佐川 知弘氏（株式会社日本旅行） 
千葉 山 

（国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校） 

 石井 光彦氏（株式会社旅行綜研）  

酒井 大之氏（東日観光株式会社）  

只隈 修一氏（株式会社日本旅行）  

鈴木 宏毅氏（株式会社ジャッツ）  

議 題 

1 当委員会主旨及びメンバー確認 進行：瀧 潤一郎 

2 自己評価表、自己点検表 書記：千葉 山 

3 就職状況、企業連携  

4 その他  

5 次回開催日程の確認  

 

議事の経過要領 

議  題 

内     容 

1. 定刻、進行役が開会を宣し上記の通り定足数に足る委員の出席があったので、本委員

会は適法に成立した旨を述べ、直ちに議案の審議に入った。 

2. 議題２について、「自己評価表」を改めて配布し、内容の精査を行った。全項目の評

価結果の解説を改めて行った。 

特に職員の企業等での研修の機会をいただきたい旨伝える。機会があれば検討したい

旨確認する。 

また企業連携の中で業界の最新情報等今後会議にていただく旨確認をした。 

3. 議題３に関して現状を矢口より報告した。 

 



議事の経過要領 

議  題 

内     容 

4. その他 

個人情報、SNS 対策は学校として組織的に実施していくべき重要事項といえる。（石

井氏） 

5. 次回開催日程の確認と議案事項が検討された。次回は 2015 年 8 月または 9 月を予定

12 日。追って案内する旨伝える。 

 

以上をもって本日の議事が終了したので、委員長は閉会を宣した。 

 

 

７－６．教職員研修 

１．2014 年度の研修方針 

  （１）学園研修 

     中村学園で運用されている人事制度の根底にある「目標管理」を理解し、上手

く、積極的に活用できるようにする。 

     ①目標管理の本質的な理解 

     ②中村学園の人事制度の再確認 

     ③目標設定のやり方 

  （２）学校研修 

昨年度と同様に当校・当学科の教育方針に基づき時代の流れを察知 

し、常に業界の実務の場で「即戦力」として活躍できる意思と能力 

をもった人材を育成していくことの必要性から研修は業界見学を主 

とし、業界の歴史や話題性を掴んだ内容を追及することを継続する。 

 

２．研修実績 

月/ 日 目的＊ タイトル 場 所 対 象 内 容 

04/03 職員 新入教職員研修 学校内 新入教職員 就業規則等 

04/04 指導 新入教職員研修 学校内 新入教職員 学生対応 

04/16 職員 
本当によくわかる 

経理の基礎知識① 

千葉県 

研修施設 
総務 経理関連 

04/ 29 職員 目標管理 
東京都 

ホテル 
全教職員 

目標管理設

定研修 

05/13 職員 
本当によくわかる 

経理の基礎知識② 

千葉県 

研修施設 
総務 経理関連 

05/23 専門 
ブライダル 

レッスン デイ 

千葉県 

神社・式場 
教務・就職 業界見学 



月/ 日 目的＊ タイトル 場 所 対 象 内 容 

06/06 専門 
ホテル業界視察 

テーブルマナー 

東京都 

レストラン 
教務・就職 業界見学 

06/21 職員 秘書技能検定 学校 学務 受験 

06/26 専門 
エアポート 

スタディデイ 

千葉県 

成田空港 
教務・就職 業界見学 

06/26 

06/27 
専門 ホテルステイマナー 

千葉県 

ホテル 
教務・就職 業界見学 

07/09 

07/10 
専門 

業界視察 

ステイマナー 

千葉県 

ホテル 
夜間 業界見学 

07/18 専門 
ブライダル 

レッスンデイ 

東京都 

ホテル 
教務・就職 業界見学 

07/18 専門 TDR研修 
千葉県 

ホテル 
教務・就職 業界見学 

07/28 

～08/04 
指導 新任教員研修会 

千葉県 

研修施設 
教務・就職  

07/31 職員 
学校法人会計 

基礎講座 

千葉県 

研修施設 
総務 

学校法人 

会計 

08/10 専門 
パフォーマンス 

フェスティバル 

千葉県 

企業 
教務・就職 業界見学 

08/17 

～19 
専門 セブ留学 

フィリピン 

セブ島 
教務・就職 

留学先視察 

語学研修 

08/20 職員 
学校法人会計 

基準研修会 

千葉県 

研修施設 
総務 

学校法人 

会計 

08/23 専門 
土気サタデーマーケ

ット 

千葉県 

イベント会場 
教務・就職 業界見学 

09/11 

09/12 
専門 サービス介助士 2 級 学校 教務・就職 受験 

09/21 

09/22 
専門 

ツーリズムエキスポ

ジャパン 

「旅の力で地域を元

気にする」 

東京都 

イベント会場 
教務・就職 業界見学 

10/09 職員 
職業実践専門課程 

の制度内容 

東京都 

ホテル 
管理職 

新課程の 

内容 

11/07 専門 
エアポート 

レッスンデイ 

千葉県 

成田空港 
教務・就職 業界見学 



月/ 日 目的＊ タイトル 場 所 対 象 内 容 

11/08 専門 目標管理 学校 リーダー 
コーチング

スキル 

11/19 

11/21 
専門 

リゾートホテル視察

旅行 

山梨県 

ホテル 
教務・就職 業界見学 

11/19 

11/20 
専門 

リゾートウェディン

グ視察旅行 

長野県 

ホテル 
教務・就職 業界見学 

11/20 

11/21 
専門 

リゾートホテル視察

旅行 

群馬県 

ホテル 
夜間 業界見学 

11/29 職員 目標管理 学校 補佐・室長 
チームビル

ディング 

12/05 専門 
エアポート 

レッスンデイ 

千葉県 

成田空港 
教務・就職 業界見学 

01/09 専門 
ブライダル 

レッスンデイ 

東京都 

ホテル 
教務・就職 業界見学 

01/30 専門 
エアポート 

レッスンデイ 

東京都 

羽田空港 
教務・就職 業界見学 

01/30 専門 LIFO研修 学校 教務・就職 自己理解 

02/11 専門 LIFO研修 学校 教務・就職 自己理解 

02/27 専門 鉄道車両基地見学 
埼玉県 

車両基地 
教務・就職 業界見学 

03/13 指導 新学期準備研究会 
東京都 

イベント会場 
教務 

テキスト改

訂概要等 

03/18 職員 目標管理 学校 リーダー 
フォロー 

アップ 

03/18 職員 目標管理 学校 補佐・室長 
フォロー 

アップ 

 ＊専門･･･選考分野に関する知識、技術、技能を修得・向上するため 

  指導･･･授業及び生徒に対する指導力等を修得・向上するため 

  職員･･･役職別研修や学校事務研修など学校組織で働くため 

 

 

７－７．教職員・講師 

 教職員 

   校長          １名 

   トラベル科・鉄道科教員 リーダー１名、教員１名 



   エアライン科教員    リーダー１名、教員２名 

   語学集中科教員     リーダー１名、サブリーダー１名、教員１名 

   ホテル科教員      リーダー１名、教員４名 

   ブライダル科教員    リーダー１名、教員３名 

夜間部教員       リーダー１名、教員１名 

学務職員        リーダー１名、職員２名 

広報職員        リーダー１名、職員４名 

   留学生教員       リーダー１名、教員２名 

                             総数 ２６名 

  講師 

   旅行・鉄道・空港関連         １７名 

   ホテル・ブライダル・パティシエ関連  ３３名 

   語学関連               １５名 

   ビジネス教養・パソコン関連      ２８名 

                             総数 ９３名 

 

 

８．学生支援 

８－１．ＳＡＭ活動及びクラブ活動 

 ＳＡＭ規程 

１．名称 

この会は、中村学園の学生から選ばれたメンバーと学園から任命され 

た職員により構成され、名称を School Activity Members といい、略 

してＳＡＭ( サム) と称する。 

２．目的 

中村学園の学生が、明るく元気で活力のある学生生活を送るために 

ＩＴＨ・ＡＩＫ・ＡＩＥ・ＨＰＹ 4 校の学生と学園の教職員でＳＡＭを結成し、

教職員は学生の自主活動の促進を図り、学生は自主活動により各種イベントの企

画運営、クラブ活動、ボランティア活動の活性化を図る。 

３．基本活動目標 

（１）クラブ活動の活性化を図る。 

（２）ボランティア活動の推進を図る。 

（３）学生の自主活動としての行事を策定し、運営実行を行えるよう企 

画立案を行う。 

４．組織 



（１）各クラブよりＳＡＭ担当メンバーを 1 名選出する。 

（２）各学校のクラスよりＳＡＭ担当メンバーを２名選出する。 

（３）会長１名、副会長・書記・会計の役員を１１名おく。 

（４）行事・広報・クラブ・ボランティアの各委員を編成し、年度活動 

計画を策定する。 

（５）学園はＳＡＭ活動を支援するため教職員をＳＡＭ職として配属す 

る。 

５．任期 

（１）ＳＡＭメンバーの任期は、1 年とする。 

（２）期間は年度の５月下旬に組織され、翌年度の第一回ＳＡＭ会議前 

日までとする。ただし 2 年生の学生は卒業で役割を終える。 

６．運営 

（１）ＳＡＭ会議は、原則として毎月１回行う。 

（２）組織結成と役員の選出、年間活動計画案策定のため、５月に第一 

回ＳＡＭ会議を行う。 

（３）会長の職務を補佐するために、役員会議を随時開催する。 

（４）各既存クラブや新規クラブ募集の支援を行い、クラブ確定後にク 

ラブの年間予算の管理を行う。 

（５）ＳＡＭ主催のボランティア活動を年数回行う。 

（６）クラブ活動やボランティア活動の情報を学生に伝達し、参加を促 

す。 

（７）ＳＡＭ運営の行事は、７月までに企画案を立て学園の承認を持っ 

て実行する。 

７．予算 

（１）ＳＡＭの年間総予算は、クラブ運営予算＜年度の在籍学生数× 

1,500円＞及びイベント活動予算＜年度の在籍学生数×1,500 円＞ 

で構成される。 

（２）クラブ活動予算は、年度当初に総額が決定され、各クラブの年間 

活動計画等を参考にして配分方法を立て、ＳＡＭ職代表の承認を 

得る。 

（３）予算の執行は会長が責任を持って行い、会計の執行手続きについ 

てはＳＡＭ職リーダーの指示に従い会計が執り行なう。 

 

 

 

 



 

 

クラブ名と員数 

クラブ名 
２０１２年度 ２０１３年度 ２０１４年度 

ITH AIK AIE 計 ITH AIK AIE 計 ITH AIK AIE HPY 計 

バドミントン 28 27 3 58 39 32 0 71 36 25 2 0 63 

ｻｯｶｰ( 男女） 10 8 3 21 15 18 0 33 28 18 6 1 53 

野球 7 8 1 16 12 10 1 23 20 4 1 0 25 

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 22 16 14 52 41 21 11 73 15 21 1 0 37 

男女バスケットボール 12 13 4 29 14 31 5 50 12 31 4 0 47 

テニス 3 13 2 18 11 21 1 33 8 27 2 0 37 

ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ 0 25 0 25 3 13 0 16 6 3 1 0 10 

ｶｸﾃﾙ研究 65 5 3 73 29 31 8 68 28 8 0 0 36 

ふれあい 1 29 0 30 4 42 0 46 1 10 0 0 11 

軽音楽 15 24 7 46 15 20 6 41 15 18 9 3 45 

アウトドア 58 7 8 73 78 8 2 88 121 15 6 0 142 

ﾄﾞｯｸﾞｽﾎﾟｰﾂ 4 54 0 58 1 34 0 35 0 44 0 0 35 

シネマ 2 30 4 36 0 50 2 52 1 54 0 0 55 

チャリ 80 2 0 82 63 0 0 63 58 2 0 0 60 

ダンス 21 11 7 39 19 22 12 53 17 10 8 3 38 

美ューティ 1 0 25 26 0 0 32 32 1 0 29 0 32 

アクア 0 20 0 20 0 16 0 16 0 16 0 0 16 

ｸｰﾙｼﾞｬﾊﾟﾝ 59 0 1 60 53 0 2 55 66 4 0 0 70 

パティシエ 37 40 6 83 18 36 4 58 6 9 4 0 19 

フォト 15 19 0 34 4 12 0 16 0 14 0 0 14 

テーマパーク 15 0 0 15 35 11 0 46 49 2 1 0 52 

華道 ― ― ― ― 3 17 0 20 2 12 0 0 14 

卓球 ― ― ― ― 10 0 0 10 17 3 0 0 20 

Job & Joy ― ― ― ― ― ― ― ― 0 0 65 0 65 

ダイエット ― ― ― ― ― ― ― ― 21 0 0 0 21 

みんなのゴルフ ― ― ― ― ― ― ― ― 26 0 2 0 28 

計 465 374 88 927 467 445 86 998 554 350 141 7 1052 



 ＩＴＨ：国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校   ＡＩＫ：専門学校ちば愛犬動物フラワー学園 

 ＡＩＥ：アイ エステティック美容専門学校  ＨＰＹ：ハッピースィーツ製菓専門学校 

８－２．カウンセリング 

スクールカウンセラーの設置 

場所： 学生相談室を校舎外の近隣に設備 

日時： 毎週水曜日 15時～19時まで開設 

  方法： 学生は予約電話をカウンセラーの先生へかけて相談日時を決定 

  告知： ４月オリエンテーション時にカウンセラーを紹介、ポスター掲示 

 

 

９．危機管理 

視点：個人情報の保護、事故対策、防災対策、健康管理、苦情処理 

項 目 内    容 

2014 年度 

実績 

１．危機管理ミーティング 担当：安田・小園 

(１)内容 

  ①合同避難訓練計画と実施 

  ②緊急事故発生時の初動体制と連絡先の更新と確認 

  ③備蓄品の確認 

  ④緊急地震マニュアルの作成 

 (２)日程 

  ①2014 年 6 月 18 日(水)  ②2014 年 7 月 16 日(水) 

  ③2014 年 8 月 21 日(木)  ④2014 年 9 月 17 日(水) 

  ⑤2014 年 10 月 15 日(水)  ⑥2014 年 11 月 19 日(水) 

  ⑦2015 年 1 月 14 日(水) 

 

２．中村学園合同避難訓練の実施 

 (１)実施日：2014 年 11 月 5 日(水) 

 (２)参加人数：1237 名  

 (３)避難場所：新宿小学校 

 (４)避難放送から指定避難場所までの所要時間：13 分 

 (５)反省点 

・避難時の学生は、おしゃべりも無く 2 列で整列してスムーズな移動が出

来ていた。 

・各校から本部への人数報告が、若干遅れていた学校もあった。 

 



2014 年度 

実績 

・避難時間は館から避難場所までの距離に比し、点呼時間はクラス数に比

例していたため、ITH の人数確認に時間を要していた。 

・学生がダラダラと歩いての避難は見られず、良く出来ていた 

（高所監視より）。 

・避難時は昨年より静かでスムーズな移動ができたが、帰館時に歩道を塞

ぎ、他の歩行者が車道を歩く姿も見られ、一般の方から苦情があった（東

門側歩道）。 

・帰館指示の前に誘導指示を出すべきであった。 

・次年度は外への避難ではなく、館内での避難ケースを検討したい。 

 

３．健康診断実施 

  ①2014 年 4 月 4 日(金) 

  ②2014 年 4 月 11 日(金) 

 

４．薬物の危険性・SNS 利用の注意点の指導 

  入学式直後に全新入生に対して指導を行った。 

 

５．個人情報の取り扱い 

年 2 回の講師会議において、持出や取り扱いについて常勤、非常勤教職員

とともに注意喚起を行い、個人情報の保護に努めている。 

 

６．監視・警備 

  各館にカメラの設置し、職員が監視している。 

  夜間については、警備員を配置している。 

 

今後の取組 

危機管理対策として学生・教職員・講師への一斉連絡システム(オクレンジャー)

の登録と閲覧の徹底。 

SNS への書き込みへの注意喚起。 

 

10．国際連携 

 ( １) 留学制度推進 

①オーストラリア・メルボルン 

（2014年度実績 １年留学１名・５５日間留学３名） 

②オーストラリア・メルボルン 語学集中科必修 

 （2014年度実績 ２ヶ月留学７名 



③フィリピン・セブ 

（2014年度 ４週間留学４名） 

 ( ２) 留学生の受け入れ 

  ①観光総合科を設置し、毎年外国人留学生を積極的に受け入れている。 

  ②本校に日本語学科を併設し、留学生に対する教育の一端を担っている。 

  ③台湾国立台中科技大学から毎年サマージョブ制度を利用した 23 名の学生を受け入れ、

基礎教育を施し、ホテル等観光業界へのインターンシップを斡旋している。 

 

11．自己評価 

１．学校の教育目標 

【教育の基本理念】 

・ホスピタリティ・マインド豊かな社会人の育成 

・ホスピタリティ・マインドとは「お客様を心からおもてなしする気持ち」「心配り」「思

いやり」を意味し、当校では「相手の立場になって考え、行動できる人材」の育成に取

り組んでいる。 

【教育の基本方針】 

１．「ホスピタリティ」 

お客様に喜ばれる、ホスピタリティ・マインド溢れた人材の育成 

２．「臨機応変」 

変化に動じず、臨機応変に対応できる逞しい人材の育成 

３．「国際感覚」 

  地球規模でものごとを考えられる、国際感覚豊かで好奇心旺盛な人材の育成 

４．「即戦力」 

  実務の場で柔軟に対応し、即戦力として活躍する意思と能力を持った人材の育成 

５．「挑戦」 

 充実した環境の中で、自主的に挑戦する気質をもった人材の育成 

 

●学校関係者評価 

 特になし 

 

 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

【重点方針】 



 

 

 

 

●学校関係者評価 

 特になし 

 

 

３．評価項目の達成及び取り組み状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①現状と課題 

・本校は学校法人森谷学園トラベルジャーナル旅行専門学校（現学校法人トラベルジャ

ーナル学園ホスピタリティツーリズム専門学校と教育提携を行い旅行科を新設、開設

準備に入り、1987 年に「国際トラベル・モード専門学校」と改め、旅行科を新設し開
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校しました。以来、教育機関として「ホスピタリティ・マインド豊かな社会人の育成」

を教育理念とし、専門教育に携わっています。 

・パンフレット（入学案内書）やホームページにはこれらを明記しており、また学生に

対しては学校説明会や入学前教育、入学後のオリエンテーション、日常指導の中でも

伝えています。 

・しかしながら、業界に対してはそのような機会は年に１回程度校内で説明会を実施す

る程度でありまだまだ本校からの発信が必要と思います。また保護者に対しては、入

学前の学校説明会の中で保護者説明会として説明の場を設けており、また入学後は就

職活動に向けて２年次に就職保護者説明会を開催する程度になっており、まだ不足し

ている状況もあります。 

・今後、保護者に対しての関わり方を引き続き模索していきますが、保護者への情報発

信の方策をこれから組織的に見出し構築していくことが必要と考えます。 

②今後の改善方策 

・企業実習、就職受け入れ企業に対し、本校の特徴と併せて周知を行うようにしたいで

す。また保護者に対しての関わり方を模索したいと考えます。 

③特記事項 

・特になし 

 

●学校関係者評価 

 特になし 

 

 

 

 

①現状と課題 



・法人全体では長期事業計画を立て、それに伴い、中期事業計画を立てています。本校

はそれをもとに毎年の事業計画を策定しています。本校は中期及び年度の単位の事業

計画に基づいた学校運営を行っています。 

・本校における事業計画は事業本部長がこれを定め、運営会議を最高決定機関とし、そ

の中で各学科、コースの責任者がそれぞれの部門の目標、役割を明確にしつつ、部門

同士の連携を図りながら運営を行っています。 

・人事や処遇に関する規程については常勤職員の採用及び人事等は学校法人中村学園の

運営本部が管轄し、また非常勤講師の採用については法人に属する各校が管轄してい

ます。 

・常勤者の処遇については運営本部また事業本部の要員計画に基づいて契約内容を決め、

採用し、人事考課制度に基づいて、これらとの連動により昇進、昇給及び賃金規定を

決めています。 

・情報公開については自己点検、自己評価、財務情報は、ホームページで公開しており

ます。 

②今後の改善方策 

・人事・給与に関する規程については、法人全体で統一されていますが、毎年の人事考

課のシステムについては、継続課題として取り組んでいる最中であり、今後もさらに

公正かつ適切で明確な処遇に改善する方針です。 

③特記事項 

・特になし。 

 

●学校関係者評価 

 特になし 

 

 



 

 

①現状と課題 

・本校では教育理念、教育方針に沿った教育課程を編成し、就職においては人材ニーズ

の把握、明確化に努め、目指す人材像はもとより、学習到達目標やカリキュラムの体

系化を含め、教育計画の見直しを定期的に行っています。 

・各学科、コースの特色に基づき、毎年教育目標を見直し、目標達成に向けた重点目標

及び年間計画を策定しています。年度中間期、また終了時に目標達成状況を確認し、

改善すべき事項が発生した際には、原因を究明し、活動計画の見直しや教育内容の改

善に努めています。 

・ただ教育内容の改善については学校内の学生アンケート等の規模で実施しており、明

確に企業と連携する等して計画的、組織的に改善を図るまでには至っていない状況で

す。今後、教育内容の見直し、学校評価を組織的に行う必要があると考えます。 

・キャリア教育・実践的職業教育については、ホテル科・ブライダル科を中心に、関連

企業に依頼し、企業実習制度を確立し、毎年指定時期に、受け入れ企業の確保に努め、

学生に対し実践教育の場を提供しています。ただ、本校が対象とする全ての業界、全



ての対象学生に対して企業実習制度が定着しておらず、今後さらなる体系的な実践的

職業教育の運営が求められます。 

・授業評価と改善については、前期・後期終了時の各 1 回に学生からの「授業改善アン

ケート」を実施しています。個々の教職員・講師の授業評価をもとに授業の改善、カ

リキュラムの改善に努めています。また学年終了時に「学園生活アンケート」を実施

し、総合的な学生評価をもとに教育プログラムのみならず施設、教職員の意識等の改

善に努めています。 

・教職員の確保と能力開発については、継続的な授業評価にもとづき、各学科、各コー

スに必要な教職員を定期的に確保しています。また年初準備にあたり、各教職員から

のシラバス（授業計画書）を義務付けし、各学科責任者、教務責任者がそれを確認し、

授業運営、学習成果等を指導しています。 

・教職員の研修については法人全体における研修は定期的に実施しているが、現場教職

員に対する資質向上の研修は現場見学を中心に実施しており、スキルアップの点につ

いては組織的な研修までは実施できていない状況。また外部講師に対する研修は現状

の課題となっています。 

②今後の改善方策 

・カリキュラムや教育方法等については、今年度発足された「教育課程編成委員会」に

おいて定期的な評価、改善を図っていきます。 

・研修についてはスキルアップ関連の研修の充実にむけて調査、研究を進めます。 

・関連分野における業界等との連携については、企業実習制度の真の確立を目指し、さ

らなる実習先企業の開拓に努めていきます。 

③特記事項 

・特になし。 

 

●学校関係者評価 

・各業界は日々変化しており、また客層、客質も変化している。今回の職業実践専門課

程を良い機会とし、今後も企業の意見を直接ヒアリングし、カリキュラムに反映させ、

本物の即戦力となる人材を育ててほしい。 

⇒次年度（１５年度）から教育課程編成委員会も多少細分化し、意義ある内容にしてい

く。具体的には、 

①ホテル・ブライダル関連（デュアル科含む） 

②トラベル・鉄道関連（デュアル科含む） 

③エアライン・語学関連（デュアル科含む） 

の３グループで議論を深めていく方向。 

 

・教員の現場研修については、業種を問わなければある程度受け入れはできる。ただし



研修の中身は専門的な内容は難しい。ただ現場を体験する内容では研修の意義・目的

は達成しずらい。研修内容の精査が求められる。 

⇒取り急ぎ学校関係者評価委員会メンバー、また教育課程編成員会のメンバーに情報収

集をお願いした。また就職担当職員へ随時情報収集をするようお願いする方向。- 

・業界の中身は年々変化し、観光業界としては２０２０年のオリンピックは大きな目玉

の一つ。職業実践専門課程を機会に、ぜひ議論を進めてほしい。訪日外国人を意識し

た内容も必要になってくる。 

⇒１５年度より教育課程編成委員会も多少細分化し、より専門分野に特化した委員会を

開催していく。 

 

 

 

①現状と課題 

・就職率の向上については組織の中に就職担当者を配置し、学生一人一人の希望に応じ

て、計画的に就職指導を行っています。就職指導者は、企業からの求人内容と学生の

相性や適性を含め、最適な就職先が選定できるよう個別に指導しています。また本校

全体において開催する就職ガイダンスをはじめ、先輩との交流プラザや卒業生のカミ

ングプラザ等多彩な就職活動イベントを校内で設定し開催しており、体系的に学生の

就職活動を支援しています。 

・資格取得率の向上については、学科、コース別に目標資格を定め、入学から卒業まで

の間に取得できるように計画を立て、体系的な指導のもとに、学生が効果的に資格取

得できるように努めています。 

・退学率の低減については、年初にクラス編成し、各クラスに担任職員を配置し、早期

に個人面談を実施し、個々の学生の問題の早期発見と解決に努めています。また学生

の学習及び学校生活態度等の情報を教職員が連携し共有することにより、学生一人一

人の情報を把握しています。併せてこの情報は、非常勤講師に対しても内容を吟味し

た上で公開しています。 



②今後の改善方策 

・卒業生の社会的な活躍及び評価については、組織的に運営を行っていないため、細か

な部分までの把握には至っていない状況です。今後、卒業生情報把握の具体的な方法

を組織的に検討していきたいです。 

・就職率の向上については、前述のとおりではありますが、特定の業界以外でも、受け

入れ企業の開拓を行っていきます。 

③特記事項 

・特になし。 

 

●学校関係者評価 

・資格については専門学校としての優位性の一つでもあり、推奨していくことは良い。

ただ闇雲に資格を羅列して取得しても業界や企業にとってそれほど意味を持たないケ

ースもあり、その部分は注意がいる。学生自身に資格を取る意味合いをしっかりと理

解させることが大切。 

⇒学校全体また各学科及びコースで改めてしっかりと検討していく。 

 

 

 

①現状と課題 

・就職及び学生相談に関する支援体制については、本校では教務・就職室のもと、業界



経験を持つ就職担当者と、各クラス担任を配置し、一人一人の志望と能力・適性に合

わせ進路指導と学生相談を行っています。特に２年生については、就職担当者がクラ

ス担任を兼務し、学生の適性を十分に把握した教職員が就職指導を行っています。 

・学生の経済的支援や生活全般に関する支援体制については、本校では自宅外通学者も

おり、また経済的困難者が増加する中で、一人暮らし応援制度、ホスピタリティ奨学

金、特待生制度等生活面・経済面等全般的な支援体制の整備に心掛けています。 

②今後の改善方策 

・卒業生への支援体制については、個々に相談のある場合、随時相談と就職斡旋を行っ

ていますが、組織的な情報発信までには至っておりません。今後、卒業生のニーズを

調査・研究し、この部分における質を高めていきたいです。 

③特記事項 

・特になし。 

 

●学校関係者評価 

・卒業生の管理はぜひ進めるべき。卒業後に業界で活躍している卒業生は多いと聞く。

毎年輩出していく中で出身校（当校）と関係を持ち続けていることは退職の防止にも

繋がる。就職活動の学生が先輩社員の体験談を聞く機会を持つこと等就職への意識を

高め、またミスマッチを防ぐ対策にもなる。 

⇒就職担当と連携し、営業活動時等卒業生の把握に協力を仰ぐ。また学校情報共有シス

テムに保管し、常に最新の情報を把握する体制を整える。 

 

 

 

①現状と課題 

・施設・設備については専門学校の設置基準に基づき、学生が快適に日々の学習に専念

できる環境を確保しています。またそれらの整備状況を各科、リーダーが常に把握し、

使用状況・使用計画、学生に対する使用案内を行っています。 

・施設・設備のメンテナンスに関しては、責任者からあげられるレポートをもとに法人・

総務部で総合的に対応しています。 



・学外実習、海外研修については積極的に取り組んでいます。業界企業と連携し企業実

習の受け入れ、併せてカリキュラムに反映し、就職の実績にも大きく繋がっています。 

・防災に対する体制については、毎年法令に基づいた防災訓練（避難訓練）を行ってい

ます。法人独自の防災マニュアルを作成し、それに従った要員の配置と役割の明確化

により防災訓練を行っています。 

②今後の改善方策 

・安全・防災には充分な対策を取っていますが、学生にとっての心地よい環境としては、

老朽化した施設・設備のメンテナンスは行っていく方針です。 

③特記事項 

・特になし。 

 

●学校関係者評価 

特になし。 

 

 

 

①現状と課題 

・学生募集については、その内容や手法において教育機関とての節度を持ち、適正に行

うよう努めています。広報に用いるパンフレットや Web サイトは、教育内容、就職状

況等が、学生や保護者の立場からわかりやすく理解できることを常に意識し、作成し

ています。 

・入学選考については適正且つ公平に行うため、入学募集要項に入学選考方法の基準を

記載しています。 

・学納金については理事会・評議員会において、各課程・学科における入学金、授業料、

実習費等の学納金が、学生の人数、教育内容、教育環境に照らし妥当なものであるか

等の検討を経て、決定しています。 

②今後の改善方策 

・学生募集における教育成果については、業界についての具体的な情報は伝えており、

また教育内容についても主となる授業や取得資格の説明を行っていますが、具体的な



教育効果、能力開発レベルの具体的説明までには至っていない。今後、教育課程にお

ける能力向上の具体的なイメージを植え付ける説明方法を研究します。 

③特記事項 

・特になし。 

 

●学校関係者評価 

特になし。 

 

 

 

①現状と課題 

・本校では学園本部と学校事業本部が連携し、学校の財務基盤について中期計画を立て、

執行状況に関しては毎年半期ごとの理事会・評議員会の確認を経て財務状況、資産内

容や資金内容の管理を行っています。 

・予算・収支計画については、中期計画、年度計画に基づいて執行しています。予算・

収支の総額及び収支各項目の妥当性は、理事会・評議員会において確認がなされ、予

算の問題点や今後の動向については業務組織に対する指摘が行われます。 

・会計監査については半期ごとに２回、監事による会計監査と監査法人による会計監査

を適正に行っており、理事会・評議員会に報告しています。 

・財務状況の公開については、自己点検・自己評価を公開するにあたり、財務状況の公

開も行っています。 

②今後の改善方策 

・国際情勢の変化等により、留学生の入学予定者数に影響することもあり、安定した収

入基盤の確立が求められます。 

・安定した収入確立のため、中退率防止策を継続して検討していきます。 

・全国規模の募集活動、また募集見込みのある新分野の研究、多国籍の学生募集等に努

めていきます。 

③特記事項 



・特になし。 

 

●学校関係者評価 

特になし。 

 

 

 

①現状と課題 

・本校におけるコンプライアンスについては学校法人の運営本部が法律の専門家を顧問

として配置し、新制度や規則の制定、各種届出などの際に様々な角度から確認を行う

等、法律等を遵守する体制を構築しています。 

・個人情報については、学校に必要な個人情報の保護を事業本部主導のもと、年 2 回開

催している講師会議において、常勤、非常勤教職員とともに注意喚起を行い、個人情

報の保護に努めています。 

・自己評価の取扱については、第三者機関による評価は実施していませんが、今後、本

年度より発足された「学校関係者評価委員会」において評価、改善を進めていきます。 

②今後の改善方策 

・自己点検・自己評価につき、今年度発足する「学校関係者評価委員会」により評価・

改善を行ってまいります。 

③特記事項 

・特になし。 

 

●学校関係者評価 

・講師の参加率をもっと徹底していくべき。学校の方針を定期的に、また日常業務にお

いて随時伝えることが職員・講師の一体感となり、個人情報に対する意識も統一でき

る。 

⇒現状７０％前後の参加率を１５年度からは８０％以上を目標とし徹底していく。 

 



 

 

 

①現状と課題 

・学校の教育資源や施設の活用については、休日、祝日や学生の長期休暇期間に外部の

諸団体に施設・設備の貸し出しを行っています。 

・学生のボランティア活動については、カリキュラムに「社会体験」を置き、単位認定

を踏まえた形で啓蒙しています。また主に千葉市の関連団体と協力し、学生へのボラ

ンティア活動情報の提供を行い、啓蒙しています。 

②今後の改善方策 

・地域に対する公開講座や教育訓練の受託等については積極的な活動までには至ってお

りません。今後その体制が組織的に構築できるか検討していきます。 

③特記事項 

・特になし。 

 

●学校関係者評価 

特になし。 

 

 

 

①現状と課題 

・本校では、観光総合科を設置し、毎年外国人留学生を積極的に受け入れています。 



・外国人留学生の約６割の学生が日本国内の企業に就職しており、企業から高い評価を

いただき、毎年の採用に繋げています。一部の学生は母国へ戻りますが、地元の観光

系企業に就職している状況もあります。 

・グローバル化を念頭におき、本校に日本語学科を併設し、留学生に対する教育の一端

を担っています。 

・台湾国立台中科技大学から毎年サマージョブ制度を利用して約 25 名の学生を受け入れ、

基礎教育を施し、ホテル等観光業界へのインターンシップを斡旋しています。またワ

ーキングホリディで来日している留学生に対しては日本語教育学級を開設しています。 

②今後の改善方策 

・留学生の受け入れにあたり、専任教職員を配置し、対応していますが、将来的に予想

される課題としては、本校に入学する留学生の多様化を目指していることから、さら

に宗教・国民性等、独特な背景を持つ留学生に対するきめ細やかな対応が求められま

す。 

③特記事項 

・特になし。 

 

●学校関係者評価 

・観光業界の現場は客層の様相は様変わりしており、今後英語最優先の考え方は少し変

わってきている。日本語、英語がある程度できる中国人の需要も高い。観光業界へ輩

出する専門学校として日本人と外国人留学生のバランス、また将来性のある留学生の

推薦も視野に入れた企業へのアプローチも求められる。 

⇒就職担当は現状、日本人と留学生（観光総合科）で原則分担されている。企業情報等

は共有しているが、学生への対応を共有するには至っていない。今後、定期的に情報

交換し、ビザの対応を含め、留学生枠で推薦できる人材を積極的に企業へ紹介する形

をとっていきたい。 

 

 

 

 

 

 


